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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第103期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第104期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第103期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 132,368 77,969 466,694

経常利益又は経常損失（△）　（百万円） 10,152 △5,184 6,174

四半期（当期）純利益又は四半期（当期）純損失（△）（百万円） 7,258 △4,862 652

純資産額（百万円） 285,804 250,680 246,130

総資産額（百万円） 520,297 531,289 509,772

１株当たり純資産額（円） 1,528.161,337.551,308.90

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は四半期（当期）純損失　金

額（△）（円）
41.97 △28.12 3.77

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 50.8 43.5 44.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
3,424 4,875 32,392

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△13,523 △4,654 △60,913

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
9,661 13,572 78,319

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 34,657 97,306 82,107

従業員数（人） 34,314 32,730 34,969

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないために記載してお

りません。

EDINET提出書類

ＮＯＫ株式会社(E02176)

四半期報告書

 2/25



２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 32,730(3,279)

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であり、臨時雇用者数は(　)内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。なお、臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 3,569(349)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

(　)内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。なお、臨時従業員には、パートタイマー

及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　
前年同四半期比（％）　

　

シール事業（百万円） 42,079 57.9

フレキシブル基板事業（百万円） 25,385 55.9

ロール事業（百万円） 5,624 60.5

その他事業（百万円） 2,003 50.6

合計（百万円） 75,094 57.2

（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替後の数値によっております。

２．上記中には商品仕入高を含んでおりますが、当社グループにおいては仕入販売事業の事業規模には金額的重

要性はありません。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当社グループは、主として得意先より生産計画の内示を受け、それに基づく見込み生産を行っているため記載して

おりません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　
前年同四半期比（％）　

　

シール事業（百万円） 42,699 58.9

フレキシブル基板事業（百万円） 26,964 58.7

ロール事業（百万円） 6,126 63.1

その他事業（百万円） 2,178 52.5

合計（百万円） 77,969 58.9

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．総販売実績に対する売上割合が 10％以上の得意先はありません。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

  当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

(1）業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、最悪期を脱して一部で景気の底入れ感が出てまいりましたが、

昨年からの金融危機の影響が大きく、設備投資の減少、雇用の悪化、個人消費の低迷等が続き、きわめて厳しい状況で

推移しました。

自動車業界は、政府によるエコカー減税等の内需刺激策により、ハイブリット車に注目が集まるものの、国内外とも

新車の販売は低迷しており、不透明な状況が続いております。

電子機器業界は、一部で購入促進施策等が奏功し、持ち直しの動きがみられますが、個人消費の低迷に伴う携帯電

話、パソコン及び周辺機器等の需要が減少しました。

事務機業界は、企業の投資意欲の減退により、複写機等の需要が減少しました。

　

このような状況のもと、事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　

シール事業におきましては、前年度下期以降から続く、グローバルでの新車需要の冷え込みにより、自動車関連メー

カーへの販売が大幅に減少しました。また建設機械の生産台数も、世界的な資源開発や新興国を中心としたインフラ

整備の中止・延期により減少したため、建設機械関連メーカーへの販売も大幅に減少しました。その結果、売上高は

426億９千９百万円（前年同期比41.1%の減収）となりました。営業損失は35億８千８百万円（前年同期は63億８千１

百万円の営業利益）となりました。

フレキシブル基板（ＦＰＣ）事業におきましては、主要用途であるハードディスクドライブ（ＨＤＤ）メーカーの

生産減少、および国内外携帯電話メーカーの生産も減少したため、大幅な販売減少となりました。その結果、売上高は

269億６千４百万円（前年同期比41.3%の減収）となりました。営業損失は６億４千７百万円（前年同期は26億２千７

百万円の営業利益）となりました。

ロール事業におきましては、経済環境の急激な悪化から企業のオフィス機器需要が大きく減退し、各メーカーでの

販売減少に伴う生産減少と在庫調整により、売上高は61億２千６百万円（前年同期比36.9%の減収）となりました。営

業損失は８億８千１百万円（前年同期は２億７千９百万円の営業損失）となりました。

特殊潤滑剤等のその他事業は、売上高は21億７千８百万円（前年同期比47.5%の減収）となりました。営業損失は１

億２千２百万円（前年同期は１億７千３百万円の営業利益）となりました。

各事業ともに、人件費の削減や投資の抑制、経費の圧縮等の諸施策を緊急に実施したものの、販売減少による収益悪

化を補うことができず、営業損失を計上する結果となりました。

　

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

　

日本での販売は、主に自動車・建機等の大幅な減産により、シール事業が低迷しました。またＦＰＣ事業におきまし

ても携帯電話の減産等の理由により販売が低調に推移しました。そのため、売上高は510億９千９百万円（前年同期比

38.2％の減収）となりました。営業損失は販売減少等により、32億７千４百万円（前年同期は51億５千５百万円の営

業利益）となりました。

アジアでは、自動車及び一般産業機器の減産等により、シール事業の販売が減少しました。またＦＰＣ事業において

も、ＨＤＤ等パソコン周辺機器の減産により販売不振となり、売上高は253億２千万円（前年同期比44.5％の減収）と

なり、営業損失は販売減少等の理由により16億６千７百万円（前年同期は34億７千６百万円の営業利益）となりまし

た。

その他の地域では、売上高は15億４千９百万円（前年同期比61.4％の減収）、営業損失は２億８千４百万円（前年

同期は５千７百万円の営業利益）となりました。　

　

以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高は779億６千９百万円（前年同期比41.1％の

減収）、営業損失は52億３千７百万円（前年同期は89億２百万円の営業利益）、経常損失は51億８千４百万円（前年

同期は101億５千２百万円の経常利益）、四半期純損失は48億６千２百万円（前年同期は72億５千８百万円の四半期

純利益）となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

  当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」）の残高は、前連結会計年度末に比べ

151億９千９百万円増加し、973億６百万円となりました。当第１四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの

状況は以下のとおりです。

　

 〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕

  営業活動の結果、得られた資金は、48億７千５百万円（前年同期比42.4％の増加）となりました。これは、主として、

税金等調整前四半期純利益の減少等があったものの、たな卸資産の削減等による運転資金の増加、および法人税等の

支払額の減少等があったことによるものです。

 〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕

  投資活動の結果、使用した資金は、46億５千４百万円（前年同期比65.6％の減少）となりました。これは、主として、

有形固定資産の取得を抑制したことによるものです。

 〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕

  財務活動の結果、得られた資金は、135億７千２百万円（前年同期比40.5％の増加）となりました。これは、主として

当社グループの資金需要に備え、長期資金の借入を実施したこと等によるものです。

　

(3）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間における当社グループの研究開発費の総額は15億５千３百万円（前年同期比24.4％の減

少）となりました。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、改修について、重要な変更は

ありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 600,000,000

計 600,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 173,138,537  同　　左
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 173,138,537  同　　左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総数残
高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

－ 173,138,537 － 23,335 － 20,397

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

    当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　記載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をして

　おります。

　    ①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

　 普通株式

(相互保有株式)

　 普通株式

    

75,200

    

459,000

－ －

完全議決権株式（その他） 　 普通株式 172,570,7001,725,707 －

単元未満株式 　 普通株式 33,637 － －

発行済株式総数 173,138,537 － －

総株主の議決権 － 1,725,707 －

 

②【自己株式等】

 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

ＮＯＫ株式会社

東京都港区芝大門１

－12－15
75,200 － 75,200 0.04

(相互保有株式)

山形オイルシール株式会社

東京都港区浜松町２

－２－16
177,000－ 177,000 0.10

(相互保有株式)

昭和機器工業株式会社

埼玉県比企郡嵐山町

大字平澤110－１
100,000－ 100,000 0.06

(相互保有株式)

東伸運輸株式会社

愛知県安城市尾崎町

堤下11－１
62,000 － 62,000 0.04

(相互保有株式)

東輝産業株式会社

大阪府八尾市跡部北

の町１－３－17
60,000 － 60,000 0.03

(相互保有株式)

正和シール販売株式会社

東京都豊島区長崎１

－11－16
30,000 － 30,000 0.02

(相互保有株式)

和喜輸送株式会社

東京都大田区北馬込

１－16－７
30,000 － 30,000 0.02

計 － 534,200－ 534,200 0.31
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月

最高（円） 1,169 1,230 1,250

最低（円） 835 982 1,006

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人日本橋事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 97,730 82,600

受取手形及び売掛金 ※2
 91,346

※2
 87,863

商品及び製品 17,861 21,432

仕掛品 17,939 13,079

原材料及び貯蔵品 9,794 14,616

その他 15,422 14,610

貸倒引当金 △1,066 △1,084

流動資産合計 249,029 233,118

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 73,626 73,132

機械装置及び運搬具（純額） 80,439 79,487

その他（純額） 39,828 40,819

有形固定資産合計 ※1
 193,894

※1
 193,439

無形固定資産

のれん 1,043 1,237

その他 1,404 1,357

無形固定資産合計 2,447 2,594

投資その他の資産

投資有価証券 49,508 42,692

その他 36,719 38,235

貸倒引当金 △310 △308

投資その他の資産合計 85,917 80,619

固定資産合計 282,259 276,653

資産合計 531,289 509,772
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 36,922 34,235

短期借入金 63,958 61,890

未払法人税等 924 1,282

賞与引当金 4,138 4,726

事業構造改善引当金 1,924 1,959

その他 31,912 34,206

流動負債合計 139,780 138,300

固定負債

長期借入金 90,468 75,184

退職給付引当金 46,174 46,340

その他の引当金 244 1,504

その他 3,940 2,311

固定負債合計 140,828 125,340

負債合計 280,608 263,641

純資産の部

株主資本

資本金 23,335 23,335

資本剰余金 22,450 22,450

利益剰余金 187,134 192,861

自己株式 △242 △241

株主資本合計 232,678 238,406

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 13,484 9,580

為替換算調整勘定 △14,879 △21,656

評価・換算差額等合計 △1,394 △12,076

少数株主持分 19,396 19,801

純資産合計 250,680 246,130

負債純資産合計 531,289 509,772
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 132,368 77,969

売上原価 106,485 70,293

売上総利益 25,883 7,676

販売費及び一般管理費

給料 4,353 3,821

賞与引当金繰入額 1,077 803

退職給付費用 481 593

その他 11,068 7,695

販売費及び一般管理費合計 16,981 12,913

営業利益又は営業損失（△） 8,902 △5,237

営業外収益

受取配当金 485 237

持分法による投資利益 1,270 －

為替差益 － 578

その他 663 668

営業外収益合計 2,419 1,484

営業外費用

支払利息 624 910

持分法による投資損失 － 430

為替差損 336 －

その他 208 90

営業外費用合計 1,169 1,431

経常利益又は経常損失（△） 10,152 △5,184

特別利益

固定資産売却益 － 57

貸倒引当金戻入額 150 －

退職給付引当金戻入額 104 －

その他 116 20

特別利益合計 372 77

特別損失

固定資産除却損 160 161

その他 123 27

特別損失合計 283 189

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

10,240 △5,296

法人税等 2,343 △448

少数株主利益 638 14

四半期純利益又は四半期純損失（△） 7,258 △4,862
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

10,240 △5,296

減価償却費 8,962 8,554

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,727 △590

退職給付引当金の増減額（△は減少） △641 △282

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － △1,259

受取利息及び受取配当金 △661 △332

支払利息 624 910

為替差損益（△は益） △149 △214

持分法による投資損益（△は益） △1,270 430

のれん償却額 400 272

有形固定資産除却損 160 180

売上債権の増減額（△は増加） △651 △583

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,369 4,612

仕入債務の増減額（△は減少） △1,359 14

割引手形の増減額（△は減少） △3,346 △326

その他 1,331 △238

小計 9,542 5,850

利息及び配当金の受取額 858 444

利息の支払額 △889 △920

法人税等の支払額 △6,086 △499

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,424 4,875

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △226 －

投資有価証券の取得による支出 － △114

投資有価証券の売却及び償還による収入 626 －

子会社株式の取得による支出 － △150

有形固定資産の取得による支出 △14,165 △4,607

有形固定資産の売却による収入 268 259

その他 △26 △41

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,523 △4,654

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 13,734 △2,872

長期借入れによる収入 821 20,942

長期借入金の返済による支出 △2,157 △2,300

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △259

配当金の支払額 △1,582 △771

少数株主への配当金の支払額 △1,103 △1,164

その他 △51 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 9,661 13,572

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,684 1,406

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,121 15,199

現金及び現金同等物の期首残高 38,779 82,107

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 34,657

※
 97,306
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　連結の範囲に関する事項の

変更

(1)連結の範囲の変更

　当第１四半期連結会計期間より、メクテックCorp.深センLtd.を新たに設立したため、連

結の範囲に含めております。

(2)変更後の連結子会社の数

   96社　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

 （四半期連結損益計算書関係）

１．前第１四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「固定資産売却益」は、特

別利益総額の100分の20を超えたため、区分掲記しております。なお、前第１四半期連結累計期間における当該金額は45

百万円であります。

　

２．特別利益の「貸倒引当金戻入額」（当第１四半期連結累計期間５百万円）は、特別利益総額の100分の20以下となっ

たため、「その他」に含めて表示しております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

１．営業活動によるキャッシュ・フローの「役員退職慰労引当金の増減額」は、金額的重要性が増したため区分掲記し

ております。なお、前第１四半期連結累計期間における当該金額は22百万円であり、「その他」に含めて表示しており

ます。

２．投資活動によるキャッシュ・フローの「定期預金の増減額」（当第１四半期連結累計期間73百万円）は、金額的重

要性が乏しくなったため、「その他」に含めて表示しております。

３．投資活動によるキャッシュ・フローの「投資有価証券の売却及び償還による収入」（当第１四半期連結累計期間０

百万円）は、金額的重要性が乏しくなったため、「その他」に含めて表示しております。

４．財務活動によるキャッシュ・フローの「ファイナンス・リース債務の返済による支出」は、金額的重要性が増した

ため区分掲記しております。なお、前第１四半期連結累計期間における当該金額は39百万円であり、「その他」に含め

て表示しております。　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　棚卸資産の評価方法 　四半期会計期間末における棚卸高の算出に関して、一部の連結子会社は、実地棚卸を省

略し前事業年度に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　税金費用の計算 　税金費用については、一部の連結子会社は当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年

度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。　

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

（役員退職慰労金制度の廃止)

連結財務諸表提出会社及び一部の連結子会社は、従来、役員の退任時に支給される慰労金の支払いに備える

ため、内規に基づく要支給額を「役員退職慰労引当金」として計上しておりましたが、平成21年５月25日開催

の取締役会において役員退職慰労金制度の廃止を決議致しました。また、平成21年６月開催の各社の定時株主

総会において、当該総会終結の時までの在任期間に対応する退職慰労金を打ち切り支給することを決議致しま

した。打ち切り支給に関する支払時期は各役員の退任時であるため、未支給額952百万円は固定負債の「その

他」に含めて表示しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１．※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、267,381百万

円であります。

１．※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、259,620百万

円であります。

２．※２ 受取手形割引高は、10百万円であります。 ２．※２ 受取手形割引高は、336百万円であります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在） （平成21年６月30日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 35,762

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,105

現金及び現金同等物 34,657

 

 （百万円）

現金及び預金勘定 97,730

預入期間が３か月を超える定期預金 △423

現金及び現金同等物 97,306
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 173,138千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 222千株

３．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月25日

定時株主総会
普通株式 864 5  平成21年３月31日 平成21年６月26日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 
シール事業
（百万円）

フレキシブ
ル基板事業
（百万円）

ロール事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高                             

(1）外部顧客に対する売上高 72,54445,953 9,717 4,153132,368 － 132,368

(2）
セグメント間の内部売上

高又は振替高
1,109 364 － 321 1,795(1,795)－

    計 73,65446,318 9,717 4,474134,164(1,795)　132,368

営業利益又は営業損失（△） 6,381 2,627 △279 173 8,904 (2)　 8,902

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 
シール事業
（百万円）

フレキシブ
ル基板事業
（百万円）

ロール事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高                             

(1）外部顧客に対する売上高 42,69926,964 6,126 2,17877,969 － 77,969

(2）
セグメント間の内部売上

高又は振替高
782 285 － 266 1,335(1,335)－

    計 43,48127,250 6,126 2,44579,304(1,335)77,969

営業損失（△） △3,588 △647 △881 △122△5,239 2 △5,237

（注）１．事業区分の方法

事業区分の方法は、内部管理上採用している区分を元に、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分してお

ります。

２．各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

シール事業
オイルシール、Ｏリング、防振ゴム、樹脂加工品、ガスケット、化学合成品、

メカニカルシール

フレキシブル基板事業 フレキシブルサーキット

ロール事業 事務機用ロール製品

その他事業 特殊潤滑剤、その他

３．会計方針の変更

　前第１四半期連結累計期間

（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」(2)に記載のとおり、当第１四半期連結

会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第

18号　平成18年５月17日）を適用しております。これにより営業利益は、シール事業が53百万円、フレキシブル

基板事業が81百万円減少しております。

４．追加情報

　前第１四半期連結累計期間

「追加情報」に記載のとおり、平成20年度の法人税法改正に伴い、当社及び国内連結子会社は、機械装置につ

いては、法人税法の改正による法定耐用年数の短縮に伴い、当第１四半期連結会計期間より耐用年数の短縮を

行っております。これにより営業利益は、シール事業が311百万円、フレキシブル基板事業が５百万円、ロール事

業が10百万円、その他事業が１百万円減少しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

その他の
地域

（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 82,728 45,625 4,015 132,368 － 132,368

(2）
セグメント間の内部売上高

又は振替高
11,901 7,968 276 20,146(20,146)　 －

    計 94,629 53,594 4,291 152,515(20,146)　132,368

営業利益 5,155 3,476 57 8,689 212 8,902

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

その他の
地域

（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 51,099 25,320 1,549 77,969 － 77,969

(2）
セグメント間の内部売上高

又は振替高
10,678 4,647 84 15,410(15,410) －

    計 61,778 29,968 1,633 93,379(15,410)77,969

営業損失（△） △3,274 △1,667 △284 △5,226 △10 △5,237

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1)アジア………………シンガポール、タイ、台湾、中国

(2)その他の地域………米国、ドイツ

３．会計方針の変更

　前第１四半期連結累計期間

　（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」(2)に記載のとおり、当第１四半期連結

会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第

18号　平成18年５月17日）を適用しております。これによりアジアの営業利益は135百万円減少しております。

４．追加情報

　前第１四半期連結累計期間

「追加情報」に記載のとおり、平成20年度の法人税法改正に伴い、当社及び国内連結子会社は、機械装置につ

いては、法人税法の改正による法定耐用年数の短縮に伴い、当第１四半期連結会計期間より耐用年数の短縮を

行っております。これにより日本の営業利益は328百万円減少しております。
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 50,457 7,312 57,769

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － 132,368

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
38.1 5.5 43.6

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 28,850 3,071 31,921

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － 77,969

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
37.0 3.9 40.9

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1)アジア………………シンガポール、タイ、台湾、中国

(2)その他の地域………米国、ドイツ

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,337.55円 １株当たり純資産額 1,308.90円

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 41.97円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額（△） △28.12円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） 7,258 △4,862

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
7,258 △4,862

期中平均株式数（千株） 172,928 172,916

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月８日

ＮＯＫ株式会社

取締役会　御中

監　査　法　人　日　本　橋　事　務　所

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　雅彦　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邉　均　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＮＯＫ株式会社の平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６

月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＮＯＫ株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半　　　

期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月７日

ＮＯＫ株式会社

取締役会　御中

監　査　法　人　日　本　橋　事　務　所

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　雅彦　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邉　均　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＮＯＫ株式会社の平

成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＮＯＫ株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

　

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半　　　

期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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